
費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○緊急地域雇用創出特別交付金事業（文化振興課） 　　 　9,849,000 円
　・観音洞遺跡出土石器実測業務委託 　　　　　   4,599,000円
　　観音洞遺跡から出土したナイフ型石器・槍先型尖頭器を実測･図化し、
　　遺跡群全体の遺物を線画データで再構成する資料を得るため実施した。
　　　委託先　(株)シン技術コンサル　静岡営業所
　　　委託期間　平成16年4月28日～平成16年12月18日
　　　従事者数  整理作業員　1人(既雇用者)
　　　　　　　　整理作業員　4人(失業者)　　合計5人
　　　作業日数  350日(延べ日数)
　・収蔵品データベース化事業委託　　　　　　　　5,250,000円
　　郷土資料館の収蔵資料を広く市民に公開する準備のため、所有資料のデ
　　ータ化を実施した。
　　　委託先　(株)シン技術コンサル　静岡営業所
　　　委託期間　平成16年6月3日～平成16年12月20日
　　　従事者数  整理作業員　1人(既雇用者)
　　　　　　　　整理作業員　6人(失業者)　　合計7人
　　　作業日数  432日(延べ日数)

06款 農林費　　　　　　　　　　　　　　     (単位　　円)

 01項 農業費

  01目 農業委員会費　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　        

          10,885,710 円

○農地法関係処理状況 （単位　件、㎡）

　　市街化区域

　　　調整区域

　　市街化区域

　　　調整区域

  03目 農業振興費　　　　　　　　　　　　 (単位　　円)

          4,670,389 円

○国・県支出金を伴う事業費補助金
　　経営規模の拡大及び施設化等経営の改善を図るために融資を受けた農業
　者に対し､利子補給を行った｡
  　農業施設化資金利子補給補助金　 　　  15件　利子補給額  　530,551円
  　農業経営基盤強化資金利子助成費補助金　 9件　利子補給額　1,221,048円
○有害鳥獣捕獲委託事業　　　　　　
　　　委託料　　　　450,000円
　　　捕獲鳥獣　　カラス 25羽　　イノシシ 30頭　　
○認定農業者等経営改善活動業務委託事業

4,670,389 850,522

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

3,819,867

事業計画変更
承 認 申 請 2 317 330

6,515 7,566

647 343

24,878

農地法第20条
（ 解 約 ） 5 6,515 0

39 14,385 10,984 25,369

42,027 56,182

42 7,058 9,600 16,658 31,304

農 地 法 第 5 条
（ 転 用 ） 81 21,443 20,584

28,963

17 8,247 438 8,685 11,422

29 11,782 2,718 14,500

27,979

農 地 法 第 4 条
（ 転 用 ） 46 20,029 3,156 23,185 40,385

農 地 法 第 3 条 28 17,310 36,779

区 分 申 請
件 数

関 係 面 積

54,089

前年度面積
田 畑 計

47,000 357,300 10,481,410

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

10,885,710
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　認定農業者に必要な経営改善支援を行い効率的かつ安定的な農業経営体
　の育成を図った。   
　　　委託料　　　　500,000円
　　　再認定農業者 19人　新規認定農業者　5人　計　24人
　　　認定農業者総数　102人(平成16年度末)
○環境保全型農業推進事業　　　　　　　　　　　　　　　
　　環境保全型農業を推進するため、地力増強のための良質有機物の投入等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　による土壌改良や病害虫回避を図る資材等を利用した農家に環境保全型農
　業推進事業補助金を交付した。
　　　補助金　　1,200,000円
　　　利用者　　115人　　　37品目
○畑作圃場土壌保全事業　　　　　　　    　　　　   　

　　畑作地帯の圃場は、農作業の効率を上げるため、重量機械の導入が進み

　不耕起層が発生し、表土の流出が起きやすくなっているため、不耕起層の

　破壊による透排水性の向上と作土の更新のため圃場土壌保全事業を実施

　し、土層の改善を図った。

　　　補助金　　　296,500円

　　　利用件数　　9件（9ヶ所）　21,100㎡

○農業用使用済プラスチック組織的回収推進事業　　

　　マニュフェスト制度に基づき市内農業地域における廃プラスチック等を

　循環型処理可能業者へ搬入処理した。

　　　補助金　　　250,000円

　  　事業期間　  平成16年10月 1日～平成17年1月31日

　　　事業量　   　42,143㎏

○平成16年度災害農業施設復旧・営農運転資金融資利子補給
　　平成16年10月9日の台風22号、同年12月5日の強風による災害により被災
　した農業用施設の復旧の促進を図るため、被災者に対し、緊急災害対策融
　資を行う三島函南農業協同組合に利子の一部を補助して農家の負担を軽減
　し、農業振興を図った｡

・平成16年10月 9日　台風22号
　　農業施設復旧資金　　1件　　利子補給額　1,060円
　　営農運転資金　　　　1件　　利子補給額　1,227円
・平成16年12月 5日　強風
　　農業施設復旧資金　　3件　　利子補給額　1,060円
　　営農運転資金　　　　1件　　利子補給額　　421円

  04目 生産調整推進対策 (単位　　円)

       事業費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
           7,246,256 円

○水田農業構造改革対策事業
　　生産調整の実効性の確保、生産者・地域の自主性の尊重及び望ましい営
　農の実現に重点を置いて、新しい生産調整の推進を図った。
　　　配分面積　　　　　　　　　　2,051,960㎡
　　　水稲作付面積　　　　　　　　2,311,020㎡
　　　作付超過率　　　　　　　　　　　112.6％
○米消費拡大推進事業
　　米の消費が食生活の多様化により減退していくなか、消費者に対し米の
　重要性を啓発し、普及活動などを通して米消費拡大事業を推進した。
　・米消費拡大推進連絡協議会総会 平成16年 6月21日 出席者  18人
　・親子ご飯料理教室 平成16年10月24日

7,246,256 531,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

6,715,256

一 般 財 源
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容
参加者数　26組　57人

　・市民すこやかふれあいまつり 平成16年11月14日 来場者　500人
　　（お米ゲームほか）
　・農業祭（餅まき、餅の無料配布）平成16年12月 4日
　・みしま生活展（お米ゲームほか）平成17年 2月13日 来場者　400人

  05目 農村地域農政総合 (単位　　円)

       推進事業費　　　　  

           　4,163,075 円

○農振計画変更と農地流動化推進事業　 　　　　 　     4,163,075 円
　・農振法関係
　　農業の健全なる発展を図るとともに国土資源の合理的利用に寄与するた
　　め昭和48年度策定、昭和52年度、平成4年度、平成12年度重要変更を実施
　　し、平成16年度は見直しに着手し、平成17年度に計画を決定する。
　　　平成16年度債務負担設定事業
　　　　　平成16年度:　　0円　　　　平成17年度:3,954,000円
　・農用地利用集積計画事業
　　農地を貸しても離作料を心配しないで貸せる事業で、この事業により遊
　　休農用地の有効利用を図り中核的農家に農地の集積を行い規模拡大等に
　　より農業経営の安定を図る。
　　　貸し手　　4人　　借り手　　4人　　面積　　82.3ａ

  06目 畜産費　　　　　　　　　　　　　　   (単位　　円)

          16,716,382 円

○笹原生産振興総合対策事業費補助金                    8,841,000円
　家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律に基づき、家
畜排せつ物の堆肥化のための堆肥舎等の整備を行った笹原堆肥生産組合に
対して補助をした。

　　　補助金　8,841,000円
○家畜予防注射補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　900,000円
　　家畜伝染病予防法に基づいて予防注射及び検査を実施した畜産農家に
　対し補助をした。
　　　補助金　　900,000円
　　事業実施状況

頭

頭

頭

頭

頭

頭

羽

羽

群

○畜産農家堆肥盤整備費補助金                         1,267,000円

実 施 数

ミ ツ バ チ 腐 蛆 病 検 査 3 30

鶏 痘 予 防 注 射 133,900

検 査 名 実 施 戸 数

豚 日 本 脳 炎 予 防 注 射 220
鶏 ニ ュ ー カ ッ ス ル 病 予 防 注 射 149,000

牛 の 結 核 ブ ル セ ラ ヨ ー ネ 病 604
豚 日 本 脳 炎 ・ パ ル ボ ウ イ ル ス
予防注射 550

牛 の Ｉ Ｂ Ｒ 予 防 注 射 264
牛 の ア カ バ ネ 病 予 防 注 射 224

牛 の イ バ ラ キ 病 予 防 注 射 231

16,716,382 7,515,000 43,472 9,157,910

予 防 注 射 名 実 施 数

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

4,163,0754,163,075

（米ブース）
（米ブース）

（米ブース）
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律に基づき、施
設改善した畜産農家に対して補助をした。

　　　補助金　1,267,000円　　施設改善数　6箇所
○家畜へい獣処理対策事業
　　死亡家畜（牛、豚）の処理経費に対して補助をした。
　　　事業費　1,428,000円　　補助金　　555,150円　　処理頭数31頭　　
○酪農ヘルパー事業
　　酪農農家に余暇をつくるため行われるヘルパー事業に対し補助をした。
　　　事業費　4,527,655円　　補助金　　162,000円　　利用戸数　14戸　
○家畜舎一斉消毒薬購入事業
　　畜舎の衛生環境を保つため、消毒薬剤購入経費に対し補助をした。
　　　事業費　3,421,365円　　補助金　1,140,380円　　薬剤　32種
○受精卵移植事業
　　最新技術を導入した牛群改良により畜産経営の体質強化を図るため補助
　をした。
　　　事業費　1,495,392円　　補助金　　243,000円
　　　採卵数57卵　　移植頭数62頭　
○家畜改良事業
　　消費動向が量から質へと推移するなか畜産物の品質向上を図るための優
　良家畜導入に対し補助をした。
  　　事業費　8,561,905円　　補助金　2,480,000円
　　　導入頭数　乳牛6頭　繁殖和牛4頭　種豚10頭
○第57回三島市畜産共進会事業
　　　事業費　　737,369円　　補助金　　324,000円
    出品点数　乳牛13点　肉牛25点　肉牛枝肉26点　トントンレース子豚5点
　・共進会集合審査、トントンレース（ＪＡ安久グラウンド）及び巡回審査
　・肉牛枝肉共進会　集合審査(東京食肉市場)
　・畜産祭り　平成16年12月4日　南二日町広場
○三島市牛海綿状脳症対策資金利子補給事業
　　牛海綿状脳症にかかった牛が国内で発生したことにより、経済的に
　影響を受けた畜産等を営む農業者の経営の維持及び生活の安定を図る
　ため、静岡県農協災害対策資金及びＢＳＥ災害緊急対策資金の貸付け
　を受けた畜産農家に貸付資金の利子補給を図った。
　・ＢＳＥ災害緊急対策資金融資利子補給補助金（年　1.5％）
　　　　2件　利子補給額 　256,848 円
　・静岡県農協災害対策資金（緊急生活資金）利子補給補助金（年　0.8％）
　　　　2件　利子補給額 　 30,263 円
　・静岡県農協災害対策資金（営農運転資金）利子補給補助金（年　0.8％）
　　　　1件　利子補給額  　14,271 円

 02項 林業費　　　　　　　　　　　　　　   (単位　　円)

  01目 林業総務費

          21,507,539 円

○間伐事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      7,592,226 円
　　実施面積　50ha　委託料　7,087,500円
○林道維持管理事業　 　　　　　　　　　　　　　　     3,748,500 円
　　林道の整備をするため法面修繕、側溝横断工事及び重機借り上げ等を実
　施した。
　　修繕料 　819,000円  委託料 1,155,000円  借上料 1,774,500円
○林道整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　      1,447,668 円
　　林道4路線の整備をするため原材料を支給した｡

5,932,700

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

13,656,83921,507,539 1,918,000
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　　補修整備用材料　1,447,668円
○国・県建設事業に係る負担金　　　　　　　　　　　　　5,250,000 円
　・林道諏訪ノ台線建設事業
　　広域基幹林道北箱根山線の支線として平成7年度から県営事業で開設し、
　　平成16年度は149m開設した｡
　　　事業費 30,000,000円　　市負担金 5,250,000円
○林道不法投棄防止事業 　     　　　　　　　　　　　　2,000,250 円
　　林道への不法投棄を抑制するための立入防止柵設置工事を実施した。
　　　事業費　2,000,250円

設置箇所数　10箇所

 04項 土地改良事業費 (単位　　円)

  01目 土地改良事業総務

       費

          51,271,885 円
○土地改良事業計画策定調査事業　　　　　　　　　　　  2,465,400 円
　・土地改良事業を推進するため、調査、設計、測量等を実施し、新規地区
　　の事業計画を作成した。
　・竹倉地区用排水路用地調査測量業務を行った。
　・田園自然環境保全・再生支援事業　松毛川地区調査業務を行った。

  02目 市単土地改良事業 (単位　　円)

       費

          81,671,745 円

○市単土地改良事業　　　　　　　　　　　　　　　　    6,625,500 円
　・平田地区用排水路用地調査業務を行った。
　・大溝川測量用地調査業務を行った。
○ふるさと一般農道整備事業（玉沢地区）   　　　　　　43,007,437円
　　県道三ツ谷谷田線と通称｢韮山街道｣を結ぶアクセス道路としての事業を
　推進するため、排水施設の整備を実施した。 （単位　円）

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ工　　延長46m

○農道佐野６号線整備事業　     　　　　　　　  　　　32,038,808円

　　佐野見晴台から市内佐野小への通学のための道路及び歩道整備を行うも

　ので道路工を実施した。

道路工　　　　　延長292m

○平成15年度繰越明許費　　
　　農道佐野6号線整備事業　　　　　　　　　　　　　　12,702,008円

分筆登記　21筆
2,730㎡
7件　130本

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

林 道 不 法 投 棄
防 止 事 業 2,000,250

立 木 補 償 525,686
合 計 12,702,008

分 筆 登 記 業 務 委 託 2,877,000
用 地 買 収 費 9,299,322

事 業 概 要

農 道 佐 野 6 号 線
道 路 改 良 工 事 19,336,800

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

ふるさと農道整備事業
( 玉 沢 地 区 ) 20,574,750

事 業 名 事 業 費

そ の 他

7,369,745

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

81,671,745 61,600,000 12,702,000

50,687,885

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源

51,271,885 584,000

市 債

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

国・県支出金
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  03目 県単土地改良事業　　　　　　　  (単位　　円)

       費

          22,648,500 円

○県単土地改良事業　　　　　　　　　　　　　　　     22,648,500 円

　　県の補助を受けて農業施設を改良するもので、未整備・老朽化した水路

　を地元の協力を得る中で実施した｡

（単位　円）

用排水路工　　　　　　　施工延長　227m

防護柵工　　　　　　　　施工延長　135m

  04目 県営土地改良事　　　　　   (単位　　円)

       業費

          31,890,271 円

○県営担い手育成基盤整備事業（中郷地区） 　　　　　　 　387,271円

　　事業推進のための安久工区換地計画原案修正作業等を実施した。

○国・県建設事業に係る負担金　　　　　　　　　 　　　31,500,000円

　・県営社会環境基盤重点農道整備事(大竹笹原地区)事業費負担金

　    　　　　　　　　　　       　　　　20,000,000 円

総事業費596,500,000円　延長1,755m　幅員7.0m

平成16年度は､用地買収及び道路工を実施した。

事業費100,000,000円　市負担金 20,000,000円

　・県営一般農道整備事業(川原ヶ谷地区)事業費負担金

                                       11,500,000 円

総事業費115,500,000円　延長2,640m　幅員7.0m

平成16年度は､農免農道佐野・市山線の舗装改良工事を実施した。

事業費 42,000,000円　市負担金 11,500,000円

  05目 土地改良施設維　　　　　   (単位　　円)

       持管理事業費

38,046,004 円

○農免農道維持管理補修事業　　　　   　　 　 　     10,686,357 円

　　農免農道の補修工事、重機借上げ等を実施した。

○農業用施設維持管理事業　　　   　　　 　　 　     19,117,934 円

　　農業用施設の補修工事、維持管理業務を実施した。

○松毛川排水機場維持管理事業　　　    　　   　      7,073,813 円

　　松毛川排水機場施設の保守点検業務等を実施した。

○幸原揚水機場維持管理事業　　　　　　　             1,167,900 円

　　幸原揚水機場ポンプの運転に伴い、清掃及び管理業務を実施した。

30,300,000

竹 倉 地 区 用 排 水 路
改 良 工 事 5,100,900 用排水路工　　 　　 　　施工延長　111m

合 計

37,279,98238,046,004 766,022

1,590,271

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

31,890,271

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

22,289,400

藤代町地区用排水路
改 良 工 事 14,647,500
藤代町地区用排水路
改良に伴う付帯工事 2,541,000

15,948,500

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

22,648,500 6,700,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

07款 商工費 (単位　　円)

 01項 商工費　　　　　　　　　　　　　　   

  02目 商工業振興費　　　　　　　　　　　  

         42,516,483 円

○国・県支出金を伴う事業費補助金　　   　　　　　　　 9,600,000 円

(単位　　円)

○市単独運営費補助金                                   225,000円

○市単独事業費補助金                               32,055,929円

　主なもの (単位　　円)

商店街イベン
ト振興事業補
助金

広小路駅南通
り商店会

ＮＰＯリベラ
ヒューマンサ
ポート

480,337 208,000 9/11～3/5　まちづくり音楽隊

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債

39,516,483

513,856 229,929
門前町ゑびす
参道さくら祭
実行委員会

42,516,483 3,000,000

補助対象団体 事業費 補助金額

9,000,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

そ の 他

補助金名 事業概要等

補助金額

静岡県東部地区ＳＯＨＯ推進協
議会が実施するＳＯＨＯ施設等
管理運営事業及びＳＯＨＯ関係
推進事業（講演会、交流会等）
に対し補助した。

都市エリア産
学官連携促進
事業補助金

（財）しずお
か産業創造機
構

6,000,000 600,000

富士山麓地域（静岡県・三島
市・沼津市・富士市・富士宮
市・長泉町）における、医療・
健康関連機器の研究開発事業に
対し地域負担分補助を行った。

ＳＯＨＯ支援
事業補助金

静岡県東部地
区ＳＯＨＯ推
進協議会

15,628,993

補助金額

事業概要等

静岡県国際経
済振興会補助
金

（社）静岡県
国際経済振興
会

114,374,208 225,000

中小企業の国際化などの振興を
図るための各種事業を実施する
（社）静岡県国際経済振興会へ
の運営費補助を行った。

補助金名 補助対象団体 事業費

事業概要等

商店街振興育
成事業補助金

三島商店街連
盟 5,182,130 2,700,000

各商店街振興費（21カ所）、田
町商工振興会視察研修費、初詣
客歓迎イベント費、商店街通行
量調査関係費、ＰＯＰセミナー
関係費、日本大学富桜祭ポス
ター印刷費

補助金名 補助対象団体 事業費

4/3　門前町ゑびす参道さくら
祭

三島大通り商
店街まつり実
行委員会

3,457,000 1,200,000 5/5　春の大通り商店街まつり

6/5　リメンバー六反田

一番町商店振
興会 1,617,270 400,000 6/12、6/13　一番町夜市ホタル

まつり

1,273,815 400,000三島広小路笑
栄会

7/3、7/4　七夕夜市

芝本町商店振
興会 1,075,160 400,000 6/12　ｗａｉｗａｉ遊広場

本町大中島商
店会 1,811,065 400,000

1,317,843 400,000 8/26　大場ふれあい広場

幸原商店会 463,891 150,000 8/29　幸原商店会商業祭

大場商工店会

161,947 70,000
9/15～10/15　広小路駅南ロー
ドギャラリー（マンガ・イラス
ト大会）

門前町下田街
道祭り実行委
員会

1,359,366 610,000 9/23　門前町下田街道祭り
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  03目 中心市街地活性  (単位　　円)

       化推進費

        207,320,498 円

○中心市街地商業等活性化推進事業                       435,498 円

　大通り景観研究委員会開催に係る講師謝礼外

商店街イベン
ト振興事業補
助金

補助金名 補助対象団体

ＮＰＯグラン
ドワーク三島

三島宿「地口
行灯」と初午
ツアー実行委
員会

三島サービス
シール協同組
合

事業概要等

三島大通り商
店街まつり実
行委員会文化
イベント実行
委員会

1,175,170 400,000

8/19～12/6　駿豆文化の再発見
と題して中心市街地商店街にお
いて「写真展」・「美術展」に
よるにぎわい創出事業を実施

事業費 補助金額

649,824 300,000

2/6.13　3/6.23　手作り屋台に
より、地場野菜を利用した加工
食品や料理販売・試食会などを
通じ、街中がにぎわいを創出

三島大通り商
店街まつり実
行委員会

3,315,800 1,200,000 11/3　秋の大通り宿場まつり

447,200 200,000

2/3～2/6　三島宿「地口行灯」
と初午ツアー　大通り商店街へ
375基の地口行灯を設置、初午
ツアーのもてなしイベントとし
て甘酒サービス・お楽しみ抽選
会

郷土のひと・
もの再発見実
行委員会

849,600 400,000
郷土の歴史や地元出身者のゆか
りある作品の展示・紹介による
「ひと・もの再発見展」の実施

1,471,275 400,000 11/19～11/21　ゑびす講大市

市内商工業者等の経営安定を図
り、地域経済の活性化を推進す
ることを目的に、商工会議所が
実施する商工業振興の諸事業に
対し補助した。

経営指導員の指導（巡回指導
1,780件、窓口・通信・電話等
672件）、なんでも相談会年5回
開催ほか

商工会議所補
助金

三島商工会議
所 83,359,564 8,000,000

中小企業相談
所補助金

三島商工会議
所 74,079,504 10,000,000

中央町4-10にある空き店舗に健
康野菜「やーこん舎」を誘致

本町小中島商
栄会 5,678,669 1,170,000 本町4-34にある空き店舗にギャ

ラリー「ス・エ・ラ」を誘致

中央町商店会 3,992,180 341,000

商店街活性化
事業補助金
（空き店舗対
策事業補助
金） 三島商工会議

所 13,633,844 1,670,000

中央町商店会 968,100 321,000

電線類地中化事業に伴う商店街
景観形成・来街者サービス等の
ため中央町3店舗の日除け設置
に対し支援

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

57,320,498207,320,498 150,000,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

チャレンジショップからの独立
支援として広小路9-16「ドール
ハウス」、広小路6-9「ちりめ
んショップ輝」を誘致

商店街共同施
設費補助金
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○市単独事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,850,000 円

(単位　　円)

　　建築設計費、供給処理施設(給水・配水・電気・ガス・電話等)の共同施

　設整備等の一部の補助対象事業費について補助した。

  04目 中小企業融資事　　　　　　　　  (単位　　円)

       業費

         111,732,058 円

○中小企業融資事業                                100,157,026 円

　・中小企業団体等近代化

    資金融資(商工中金原資)貸付金　 100,000,000円

　・貸付実績 (単位　　円)

○市単独事業費補助金　 　　　　　　　　　　　　　　　　　9,305,032 円

　・市小口資金信用保証料補給補助金　　　　　　227件　　3,584,641 円

　・小口資金利子補給補助金　　　　　　　　　　359件　　3,582,630 円

　・短期経営改善資金利子補給補助金　　　　　　369件　　1,760,420 円

　・経済変動特別対策資金利子補給補助金  　　　　2件 　 　327,407 円

　・創業等経営支援特別対策資金利子補給補助金  　3件 　　　49,934 円

  05目 観光費　　　　　　　　　　　　　　  (単位　　円)

          64,718,947 円

○観光振興事業                                      5,987,701 円　

　・観光関連施設の維持管理

　・イベントや観光情報のPR広告の掲載

○総合観光案内事業                                  3,784,415 円　

　・総合観光案内所管理委託　 円

○観光産業の振興事業                                  292,464 円

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

64,718,947 634,212 64,084,735

2,954,655

補助金名 補助対象団体 事業費 補助金額 事業概要等

　ＴＭＯの各部会（推進委員
会、企画部会、空き店舗部会、
にぎわい部会、コミュニティ流
通部会、ヤング部会）が実施し
た事業（会議回数55回：地域通
貨、まちづくりサポート隊、文
化服装学院連鎖校との連携事
業、みしまっぷの作成など）及
びTMOホール活用イベント（2
回：みしま商人まつり～楽々
マーケット）に対し支援。

起業家支援事
業補助金

三島ＴＭＯ
(商工会議所) 7,806,998 4,500,000

　チャレンジショップ事業。
　やる気のある創業者に最新の
情報や知識を勉強してもらい、
中小企業診断士による運営診断
などを通して、独立起業できる
かどうかを診断していく。

ＴＭＯ事業補
助金

三島ＴＭＯ
(商工会議所) 4,300,943 2,350,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

5,000,000 24件

111,732,058

制 度 名 件 数 融 資 額 平 成 16 年 度 末 融 資 残 高

111,732,058

308,811,000

〇平成15年度繰越明許費

　　優良建築物等整備事業補助金　　　　　　　　　200,000,000円

中 小 企 業 団 体 等
近 代 化 資 金 融 資 1
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・観光パンフレット電子化委託　 円
〇市単独運営費補助金                               17,362,000 円　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　・三島市観光協会補助金 円

　　三島市の観光産業や自然・景観・歴史・文化を広く宣伝・案内するとと

　  もに、市内へ訪れる方々に喜ばれる観光情報の提供とおもてなしを行い、

　　また、三島市総合観光案内所を活用し、近隣市町村と協力した情報発信

　　を行う当該団体にその運営費の一部を補助した。

　　　また、平成15年度に策定した三島市観光推進ビジョン「三島ルネッサンス」を

　　市民や関係者へ周知・PRするため、観光推進シンポジウムを開催した。

　　　開催日　　平成16年7月28日（水）

　　　場　所　　三島商工会議所　1階TMOホール

　　　参加者　　約130人

　　　シンポジウムタイトル

　　　  　   　「今、動き出す　三島観光の魅力づくり」

　　　内　容　　基調講演、パネルディスカッションなど

〇市単独事業費補助金                               35,455,696 円　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　・三島夏まつり補助金　　 円

　　毎年、多くの人出で賑わう当市最大のイベント。農兵節、みしまサンバ

　　パレード、大文字焼き等を実施する三島夏まつり事業に対し補助した。

　・山中城まつり補助金　 円

　　山中城跡公園への観光客誘致とともに坂地区の活性化を図るため国指定

　　史跡「山中城跡」をメイン会場に開催する事業に対する補助。（ただし、

　　イベント当日は雨天中止）

　・観光特産品化推進事業補助金 円

　　「三四呂人形の観光特産品化」、「芝切地蔵睡蓮祭り」、「三島馬鈴薯

　　祭り」、「箱根ファーマーズカントリー」の4事業に対し補助した。

  06目 消費対策費 (単位　　円)

       　  10,058,243 円

○消費生活相談事業                                  5,122,331 円

　　また、年齢別では架空請求・不当請求の影響からか、30代が一番多い。
　　　消費生活相談受付件数 (単位　件)

月

種類

月

種類
合　計

1,441

16

1,457

20

61

67 61

2 1

128 210 189 84

3

209 189 81 65

8 94 5 6 7

210,000

17,362,000

27,060,710

4,239,986

360,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

9,098,243

　　消費生活相談窓口に寄せられた相談件数は1,457件で、平成15年度に比べ
　551件増加した。相談内容の種類では、苦情が1,441件(99%)で相談の大半を
　占め、性別では男女比4:6となっている。

10,058,243 960,000

136 7676

3

160

0 3 0

119 143

0

76

10

合 計

11 12 1 2 3

126

122 143 13879 160

苦 情

問 い 合 わ せ 2 0

苦 情

問 い 合 わ せ

合 計
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　　性別相談件数 (単位　件)

　　　内容別（主なもの）

　　　　・販売方法別 (単位　件) ・被害商品別 (単位　件)

○賢い消費者育成事業                                1,354,565 円

　　賢い消費者を育成するため、「消費生活講座」を6回、地域・企業・老

　人会等を対象にした悪質商法未然防止に係る「出前講座」を18回開催し

　た。また、「みしま生活展」を通じ様々な消費者に関する情報を収集・

　提供し、消費者活動の推進母体となる消費者団体・グループの支援をする

　とともに、賢い消費者の育成に努めた。

　　さらに、環境にやさしい率先行動のできる消費者を育成するため、不用

　品活用バンクの利用を推進した。

　・消費生活講座 (単位　人)

　・消費出前講座　　計18回　1,151人参加

　　高齢者向け　12回（954人）　一般向け　6回（197人）　

　・「みしま生活展」委託事業 540,000円

　　三島市消費者連絡協議会に運営を委託し、第29回「みしま生活展」を　

　　開催した。

　　　平成16年度は、「くらしの情報キャッチして地域に広げる６Ｒ」をテ

　　ーマとし、消費者12団体が身近な消費者問題について1年間学習した成果

　　を発表するとともに、環境問題を中心に8事業所、行政及び関係13団体が

　　出展、5,000人の参観者があった。

　・不用品活用バンク事業

　　昭和54年度から、環境にやさしい消費者の実践行動の一環として、

　　家庭用の不用品の提供者と活用者を登録し、市民ホール庁内掲示板や

　　市ホームページで紹介し、利用の促進に努めた。

　　　平成16年度の利用状況

　　　　登録件数　　譲ります　　　　270件

　　　　　　　　　　譲ってください　252件

　　　　　　　　　　成立　　　　　　262件

合　　　　　　　　　計

男 588

女 863

企業・団体 6

通信販売 1,262 架空請求・不当請求 1,202

訪問販売 76 住宅関連（点検商法） 28

店舗販売 41 資格講座 14

演                 題 講        師 受講者数

「収納の達人を目指して
           ～収納のポイント教えます～」

インテリアコーディネー
ター 109

「知っておきたい食品の賞味期限」 生活協同組合コープしず
おか　　企画部長 58

『もしもの時に困らない！「そのとき」の知恵』 日本葬祭アカデミー教務
研究室　　主宰 82

「住まいのお手入れ教室
　　～やってみよう住まいのちょっと補修～」 ＤＩＹアドバイザー 54

「改正された消費者基本法～これからの消費者
～」 弁護士 63

「不動産広告の見方」 首都圏不動産公正取引協
議会　調査役 66

6回 432
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○市単独事業費補助金　　　　　　　    　　　　　　　　1,040,000 円

　・三島市消費者連絡協議会補助金 540,000円
　　消費者が安全で豊かな生活を営む上で必要な問題提起や､時代に即応し
　　た活動を推進のため、消費者活動の推進母体となる「三島市消費者連絡
　　協議会」に活動運営費を助成した。
　　その活動としては、月1回の理事会の開催及び情報交換をはじめ、純正
　　食品普及、視察・研修の実施及び消費者被害未然防止街頭キャンペー

　　ン、消費者問題シンポジウムへ参加した。

　・三島市買物袋持参運動推進協議会補助金 500,000円

　　平成11年度に発足した「三島市買物袋持参運動推進協議会」（80団

　　体）の活動の充実を図るため､活動運営費を助成した。

　　環境に負荷を与えない資源循環型社会を目指すため、消費者・商店・

　　行政が協働体制の中で、レジ袋を辞退し買物袋を持参する啓蒙啓発活動

　　を市民運動として積極的に展開した。

  07目 環境対策費

67,953,472 円

○公害苦情受付及び解決件数 (単位　件)

種類

(1)

(1)

(1)

(3)

　　　　　　　　　（　）内は平成15年度継続分

○大気汚染

　・市内4測定局及び自動車排ガス測定局による常時監視 （風向・風速・二

　　を行った。

　・光化学スモッグ（オキシダント）による緊急時発生については「緊急時

　　対策要領」により夏季監視体制の強化を図った。

○水質汚濁

　・環境基準の設定されている大場川をはじめ市内を流れる11河川について

　　水質調査を行った。また、大場川新川橋において24時間監視調査を2回

　　実施した。

　　環境基準点である出逢橋・塚本橋では環境基準を満たしていた。また、

　　その他の河川でもその水質は平年に比べるとほぼ横ばいであった。

　・法、条例に基づく県環境衛生科学研究所による立入調査に三島市も同行

　　して排水処理施設の維持管理等のチェックを実施した。

　　平成16年度は 5回、延べ25工場・事業場で実施したところ、1事業所が

　　基準を超えていたため、県より注意処分を受けた。

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

66,494,472

件数
苦 情 件 数 解 決 件 数 繰 越 件 数 当該年度の発生件

数に対する割合

67,953,472 1,039,000 420,000

大 気 汚 染 35 35 1

水 質 汚 濁 16 16 0

騒 音 17 16 1

振 動 1 1 0

悪 臭 15 15 1

そ の 他 4 4 1

合 計 88 87 4

　　酸化硫黄・窒素酸化物・一酸化炭素・浮遊粒子状物質・オキシダント等）

　・ＢＯＤ値でみると、大場川では水質は平年に比べるとほぼ横ばいであり、

17%

5%

100%

40%

18%

19%

1%
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・下水処理施設への流入水・放流水等の平常試験・精密試験・中試験・

　　通日試験等の水質検査及び汚泥試験を実施し、下水処理場の水質管理

　　部門へ水質試験報告を行った。

　　当市では平成15年度までの調査で基準を超える汚染地域はないことが

　　確認されているが、市内に7箇所のクリーニング店等の使用事業場も

　　あることから、引き続き井戸・湧水等の定点調査と使用事業場の立入調

　　査等を実施した。結果は、水道水の水質基準及び環境基準等の基準を超

　　える汚染箇所はなく､違反もなかった。今後も継続して調査していく予

　　定である。

　・外因性内分泌撹乱化学物質として疑われている物質による環境汚染の監

　　河川水等から61物質中27物質が検出された。この結果を受けて、当市で

　　も平成16年度に大場川塚本橋で年2回の調査を行った。その結果、12物

　　質中3物質が検出されたが、環境庁の全国一斉調査の調査結果の範囲内

　　であり、特に高い濃度で検出された物質はなかった。

○交通騒音

　　騒音に関する市内主要道路沿線の実態を把握するため、市内 8箇所で

　交通騒音調査を実施した。その結果、環境基準は満たしていないが、要請

　基準は概ね満たしていた。

○環境騒音

　　騒音に関する地域環境の実態を把握するため、市内37箇所で環境騒音

　調査を実施した。その結果、すべての測点で環境基準を満たしており、

　全体として良好な状態であったが、自動車の音源寄与が特に高い状況で

　あった。

○環境保全意識の啓蒙・普及

　・環境保全団体との連携のもと、大場川堤防の清掃・講演会の開催への参

　　加等による各種行事を実施し、環境保全意識の向上を図った。

　・事業場の現場サイドから環境問題を考え、その保全を図るため市内を中

　　心に 99事業場・団体により「三島地区環境保全推進協議会」を構成

　　し、市の主催する環境保全事業に協力するとともに、独自に講演会・

　　技術研修会、環境保全団体の表彰等の各種事業を実施した｡

　　この協議会に対し事業費の一部として81,000円を補助した。

　・環境月間において関係各課との協力のもと、環境保全啓蒙パトロールや

　　環境美化活動、環境講演会などを実施し環境意識の向上に努めた。

○環境基本計画推進管理事業  　　　　　　　　　   　     782,310 円
　・三島市環境基本計画(平成14年3月策定）に掲げられている環境施策
　　を着実に推進するため、計画に位置付けられた市の取組について、
　　ＩＳＯ14001環境マネジメントシステム運用の中で、定期的にその進行
　　管理を図るとともに、その進捗状況について、環境審議会、市民環境
　　アドバイザー会議に報告を行った。

　 三島市環境審議会の開催  　　　　　　　平成17年2月 8日
三島市民環境アドバイザー会議の開催　　平成17年3月24日

　・三島市環境基本条例第9条（年次報告書）の規定により、15年度の様々
　　な環境データや環境基本計画の実施状況等を明らかにした「環境報告書
　　～三島の環境～（平成16年版）」を500部発行し、関係機関に配布した。
○幼児環境教育推進事業  　　　　　　　　　   　         37,841 円
　・保育園保育士及び幼稚園教諭等からなる幼児環境教育推進プロジェクト
　　チームにより、幼保相互で活用できる教材（間伐材利用による絵合せ

　・トリクロロエチレン等の有機塩素系化合物による地下水汚染については、

　　視については、平成10年度に環境庁が緊急全国一斉調査を実施した結果、
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　パズル、環境カルタ）を作成した。
○小学生環境リーダー育成事業 　　　　　　　　　   　 3,922,665 円
　・環境探偵団

　市内14小学校の4年生から6年生(児童42人)を対象に、夏休みを中心に、
　湧水河川等の調査や原生林の散策、ペットボトルリサイクル施設の
　見学等体験学習を実施した。

　・小学生環境フェスティバルの開催
　環境ボランティア活動の大切さを養う学習として、親子を対象に
　貴重な自然や生物の保護などに熱心なボランティア活動家を講師とした
　講演会や環境探偵団活動の発表会を行った。

開催日　平成17年2月19日(土）

講演会「そーっとのぞいてごらん」

（めだか倶楽部･静岡代表　山田辰美氏）

発表会　平成16年度環境探偵団活動報告（42名）

　・環境読本の全面改訂・作成、配布

　平成12年度作成の「環境副読本」を小学校の教育課程に準拠したものに

　全面改訂し、新たに「環境読本」として、指導案も合せて作成。

　全小学校4年生以上(約3,300人）に配布した。

　・小学生環境学習グッズの開発･作成、配布

　市内全14小学校の児童から、自校の自慢できる環境を募集し、ペット

　ボトルを再生した下敷きを作成し、配布した。

○中学生環境リーダー育成事業 　　　　　　　　　   　 1,897,081 円

　・市内7中学校から2人ずつ計14人を対象に、夏休みの3泊4日間、
　　環境先進都市熊本県水俣市の地元中学生との交流や鹿児島県屋久島
　　の縄文杉登山などの体験学習を実施し、参加中学生全員が「環境行動
　　宣言」を行った。

　 事前研修　    平成16年7月27日
本研修　    　平成16年8月3日～6日
事後研修　    平成16年8月23日　
環境行動宣言  平成16年8月25日

○市民環境リーダー育成事業  　　　　　　　　　   　  1,141,363 円
　・市民環境大学の開講
　 　三島市と日本大学国際関係学部の主催による市民環境大学を、日本大学

　の校舎を会場に、平成16年6月から翌年1月まで、毎月夜間1回(計8回）
　の講義を実施、16歳以上一般56人が入学、平成17年3月にはそのうち
　35人が修了、修了生の中から28人を「エコリーダー」に認定した。
　講師には、地元日本大学及び遺伝学研究所をはじめ、環境の専門家
　（大学教授、NPO活動の代表者等）を招聘した。

○森林ボランティア推進事業　　　　　 　　　　　　    　880,491 円
　　森林整備に関する体験プログラムを通じて、多くの人々が森林の働きや
　整備の必要性を理解し、市民や森林保有者、また、都市住民にも参加を
　呼びかけ、森林ボランティア（三島フォレストクラブ）等が協力して、
　森林の有用な機能、森林事業の活性化などを図るため、「箱根西坂いきい
　き森づくり」を2泊3日で開催した。
　　期　間　平成16年10月29日～31日
　　参加者　65名（うち東京都板橋区参加者　12名）

　　　3日目　・竹炭づくり・ベンチづくり・木工クラフト・竹かごづくり等

　　　1日目　・せせらぎコース見学・森林教室・意見交換会

　　　2日目　・間伐体験・森の小さなダムづくり
             ・基調講演「炭焼きが山を守る」  
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費　　　　　　　　　目

○地域環境サポーター事業　　　　　　　　   　         　11,237 円

　・環境基本計画に掲げられた地域の環境づくりを進めるきっかけとなる

 活動の推進役を担う「地域環境サポーター」の活動の第1段階である、

　　地域環境情報誌「エコライフみしま」の編集作業を市民ボランティア

　　9人により行った。

「エコライフみしま」編集スタッフ会議　（4月～3月まで16回開催）

○地域循環型社会推進プロジェクト事業　　　   　         57,110 円

　庁内に設置した地域循環型社会推進プロジェクトチームによる「循環

　型のまちづくり」を具体的に進める施策の調査･研究を行った。

○ＩＳＯ１４００１推進事業　　　　　　　　　　　　　  2,180,974 円

　・平成12年7月26日に取得した環境管理の国際標準規格ＩＳＯ14001の認

　　証を継続するため、登録審査機関による認証取得後 1年毎に実施される

　　定期サーベイランスを受審し、「向上」の評価、登録維持の確認を得た。

定期サーベイランスの受審査　平成16年7月21日～23日

外部審査機関　(株）日本環境認証機構　審査員　2人

　・庁内及び学校の機密文書の溶解処理(再資源化のための古紙回収)を実施。

総回収量(総資源化量）　64,580kg　（回収回数：28回）

○三島市環境ＩＳＯ認定事業　　　　　　　　　　　　　　 512,345 円

　・家庭版ＩＳＯ(エコパートナー）

　ＥＭＳ(環境マネジメントシステム)の仕組みを活用し、一般家庭(小

　規模事業者を含む。)を対象として、日常生活の中で環境活動を実践

　するエコ市民の普及を目指すもので、平成17年3月31日現在95世帯を

　エコパートナーとして認定した。

　・学校版ＩＳＯ

　学校における児童･生徒の自主的な環境活動を応援する制度で、すでに

　認定校となっている北上中学校のほか、平成16年度は南中学校、中郷

　西中学校を平成17年3月「三島市環境ISO認定校」に認定した。

　・事業者版ＩＳＯ

　市内事業所によるＩＳＯ14001の認証取得を促進するとともに、市独自

  に事業者版ISO制度の仕組みを策定し、当該仕組みを説明するなど

　ＩＳＯセミナーを実施した。

　事業者のためのISOセミナー　　平成17年2月22日

　　　　講演　早稲田商店会会長　安井潤一郎氏

　・三島市民が住宅用に設置する太陽光発電システムに対して1kW当たり

　　20,000円、4kW　80,000円を限度として補助を行った。

　・設置件数は71件、一件当たりの平均kW数は3.75kW、総kW数は

　　266.53kWであった。

　　平成16年度末累計設置件数　343件

08款　土木費 (単位　　円)

 01項　土木管理費

  02目　建築総務費

         182,623,023 円

○住宅用太陽光発電システム設置費補助金　　　　　　　　4,770,000 円

主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

2,072,000 157,733,618

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

182,623,023 22,817,405
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